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学年 １年生 116名 55.8%
３年生 92名 44.2%








家族構成 同居 179名 86.1%
１人暮らし 29名 13.9%
信仰 あり 37名 17.8%
なし 171名 82.2%
２．死別経験と終末期ケアの考えた経験
死別経験 あり 166名 79.8%
なし 42名 20.2%
死別者との関係 親 9名 4.3%





死や終末期ケアを考えた経験 あり 184名 88.5%
なし 24名 11.5%
死や終末期ケアを考えたきっかけ 死別の経験 99名 47.6%





３．「高齢者」の終末期ケアへの関心 あり 106名 51.0%
なし 7名 3.4%
どちらともいえない 95名 45.6%


































































死別の経験 61名 38名 99名 2.185 0.125
61.6% 38.4% 100.0%
講義や臨地実習 35名 55名 90名 18.32 0.001
38.9% 61.1% 100.0%
テレビや映画 49名 36名 85名 0.205 0.672
57.6% 42.4% 100.0%
介護や看取りの経験 15名 13名 28名 0.02 0.840
53.6% 46.4% 100.0%





































































Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ
第１因子：生からの逃避志向（a＝0.734）
Q12 生きることにうんざりしている 0.863 0.023 0.015 −0.028 −0.015 0.038
Q14 この世に期待するものは何もないと思う 0.750 0.067 −0.118 −0.005 0.001 0.054
Q26 死ぬことで人生の重荷から救われると思う 0.597 0.071 0.151 −0.039 −0.010 0.024
Q19 人が死んだら無になると思う 0.417 −0.353 −0.064 0.054 0.061 0.228
第２因子：死後の世界観（a＝0.724）
Q16 死後の世界はあると思う −0.061 0.935 −0.078 −0.063 −0.002 0.250
Q11 人が死んだら生まれ変わると思う −0.063 0.619 0.126 0.086 −0.010 0.037
Q８ 死後の世界を楽しみにしている 0.186 0.527 0.020 0.031 0.004 −0.150
Q13 死は永遠の幸福な場所への道だと思う 0.215 0.443 0.027 0.018 0.052 −0.164
第３因子：望む死の迎え方と家族との絆（a＝0.684）
Q２ 思い残すことがない状況で最期を迎えたい 0.132 0.030 0.684 0.205 −0.062 0.002
Q４ 家族や親しい人に囲まれて天寿を全うしたい −0.045 0.034 0.573 −0.020 0.128 0.107
Q５ 余命が短いと告げられたら動揺する −0.265 −0.077 0.567 −0.069 −0.044 0.128
Q１ 亡くなった後も残された家族を見守り続けたいと思う 0.098 0.095 0.494 −0.076 0.107 −0.176
第４因子：望まない死の迎え方への期待（a＝0.673）
Q21 長い間寝たきりで死んでいくのはいやだ −0.117 0.054 −0.180 0.930 0.074 0.033
Q20 苦しみながら死にたくない 0.002 −0.102 0.219 0.560 0.068 0.016
Q23 周囲に迷惑をかけて死にたくない 0.084 −0.087 0.123 0.488 −0.186 −0.076
第５因子：死への不安（a＝0.734）
Q３ いつお迎えがくるのかと考えると不安になる −0.033 0.040 0.014 −0.015 0.994 −0.062
Q15 どのように死んでいくのかと考えると不安になる 0.033 −0.030 0.080 0.022 0.539 0.123
第６因子：肯定的な死を見出すことへの困難感
Q17 死を前向きに受け止めることは難しいと思う 0.118 0.018 0.024 −0.006 0.033 0.709
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ
Ⅰ − −0.024 −0.412 0.119 −0.223 −0.137
Ⅱ − 0.270 0.020 0.097 −0.126
Ⅲ − 0.091 0.405 0.167
Ⅳ − −0.016 0.079
Ⅴ − 0.248
Ⅵ −
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